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第３３話 藤原氏の専横
せ ん お う

 

けれども、地方の勃興
ぼっこう

などには藤原氏は頓着
とんちゃく

しなかった。 やっと天慶
てんぎょう

の乱が 

鎮
しづ

まって世の中が穏
おだ

やかになると、彼らはすぐまた驕
おご

りに耽
ふけ

って遊び暮らした。 

御堂
み ど う

関白道長
みちなが

に至
いた

って、このわがままは其の絶頂
ぜっちょう

に達した。 

      
藤 原 氏 の 栄 華 

藤原氏の驕 奢
きょうしゃ

 

将門
まさかど

と純友
すみとも

とが東と西とで一度に謀反
むほん

を起こしたときには、さすがにのんきな藤原氏の公
く

卿
ぎょう

達も大

いに 驚
おどろ

き、一時は大あわてにあわて騒
さわ

いだが、それらの乱が、― 地方の武士の力をかりてではあったが、



第３３話 藤原氏の専横 

 

160 

― やっと鎮定
ちんてい

すると、自分達が政治を誤
あや

まったために起ったのだという事などは少しも考えずに、彼らは

すぐまた元にかえって驕
おご

りに耽
ふけ

ったのです。  

春は花、秋は月、紅葉
もみぢ

に、雪に、何かといえば遊
あそ

ぶことのみを考えて、詩
し

を作ったり、歌を詠
よ

んだり

はまだいいのですが、綺麗
きれい

な車を走らせたり、或いはきらびやかな船を浮
う

かべたりして、そこでもここで

も宴
えん

を開いて歌舞
か ぶ

音 曲
おんきょく

を楽しむという風
ふう

でしたから、政治はますます紊
みだ

れるばかりでありました。 

天暦
てんりゃく

の治
ち

 

ただ次の第 62 代村上
むらかみ

天皇の御治世
ちせい

だけは、天皇が御父醍醐
だいご

天皇に極
きわ

めてよく似
に

られて御賢明
けんめい

であっ

た上に、御 位
くらい

に即
つ

かれたのが既
すで

に 21 歳の時でしたので、其の四年後に忠平が薧
こう

じてからは、関白をもお

かずに、御自分で政治をされ、御父天皇の御代に劣
おと

らぬようにと、特に文化
ぶんか

の進歩
しんぽ

を計
はか

られたので、世の

中もよく治
おさ

まり、世に天 暦
てんりゃく

の治
ち

といって、延喜
えんぎ

の治と並べて聖代
せいだい

と 称
しょう

しました。  

けれども、或る時、天皇が賤吏
せんり

の年
とし

取った者を召
め

されて、「今の時代
じだい

と延喜
えんぎ

の時代とでどちらがよいと

思うか？」とお尋
たづ

ねになると、其の老吏
ろうり

は再三
さいさん

お答えを御辞退
じたい

申した末に、「愚
おろ

かな私どもには何事も分か

りはいたしませんが、ただ延喜の御代にくらべて、主殿
とのもの

寮から 奉
たてまつ

る松明
たいまつ

が多く、率分
りつぶん

堂の前に草の生
は

え

ているのが変わっているようにぞんじます」 と 謹
つつし

んで申し上げたという話が伝えられているのを見ます

と、醍醐
だいご

天皇の御代には遠
とお

く及
およ

ばなかったことが分
わ

かります。  

これは、松明
たいまつ

を多
おお

く 奉
たてまつ

るというのは、政治上の事務
じ む

が忙
せわ

しいために夜に入
はい

ることが多いということ

です。率分
りつぶん

堂は諸国
しょこく

の年貢
ねんぐ

を納
おさ

める 所
ところ

ですから、其の前に草が生
は

えるというのは、年貢が上
あ

がらずに、庫
くら

の内
うち

は空
から

であるということであります。 即
すなわ

ち、 収 入
しゅうにゅう

が少
すく

なくて支出
ししゅつ

が多く
おおく

なったという意味
い み

なので

す。 

按
おも

うに藤原氏が我
わが

ままを 働
はたら

いたために、村上天皇がいかにお政治につとめられても元
もと

のようにはなり

かねたのだったのでしょう。 

天皇が在位 21年でお崩
かく

れになると、皇太子
こうたいし

が立って第 63代冷泉
れいぜん

天皇となられたが、冷泉
れいぜん

天皇は御病気
びょうき

のために政治をなさる事が出来なかったので、忠
ただ

平
ひら

の長子の実頼
さねより

が関白となりました。   

此の時から凡
およ

そ百年、第 71代 後
ご

三 條
さんじょう

天皇が御位に即
つ

かれるまでの間は、 全
まった

く藤原氏が天下の政治

を自分達の一家
いっか

に都合
つごう

の良
よ

いように 行
おこな

った時代でありまして、朝廷の御威勢
いせい

は大いに 衰
おとろ

え、藤原氏以外

の者は見
み

る影
かげ

もなく抑
おさ

えつけられました。 

一族の間で勢力を争う 

  さて斯
こ

うして摂政、関白を始
はじ

め、朝廷の高位
こうい

高官
 こうかん

は 悉
ことごと

く藤原氏の一族の者でなければ任
にん

ぜられない

という有様
ありさま

となり、他に 全
まった

く恐
おそ

るべき競 争
きょうそう

相手がいなくなってしまうと、今度は一族の間で摂政、関白

の位を 争
あらそ

い合って、 醜
みにく

い内輪
うちわ

喧嘩
 げんか

を始めた。 或
ある

いは兄弟で争い、或いは叔 姪
しゅくてつ

(おじ・めい)で争った

が、それとても、もとより天下の政治をよくして民
たみ

の幸福
こうふく

を計
はか

ろうとするためではなくて、ただ自分一箇
いっこ

の

威勢
いせい

を張
は

らんがためでありました。 
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    -- 実頼
さねより

 —- 頼忠
よりただ

                                                                                                    

 藤原忠平
ただひら

–-         -- 伊尹
これただ

   -- 道隆
みちたか

 --- 伊周
これちか

        

-- 師輔
もろすけ

 --- 兼通
かねみち

  -- 道兼
みちかね

   - 頼道
よりみち

 

                      - 教
のり

道
みち

 

                     -- 兼家
かねいえ

 ---- 道長
みちなが

 ----彰子
しょうし

 (一條天皇の皇后、後一條天皇・後朱雀天皇の御母)     

                      - 研子
けんし

 (三條天皇の皇后) 

                     - 威子
い し

 (後一條天皇の皇后) 

                     - 嬉子
き し

 (後朱雀天皇東宮時の妃、後冷泉天皇の御母) 

兄弟喧嘩
けんか

 

今其
そ

の一例
れい

を挙
あ

げます。 

第 64 代円融
えんゆう

天皇の御代に、摂政の実頼
さねより

が薧
こう

じて、甥
おい

の伊尹
これただ

が其の跡
あと

を承
う

けたが、間もなく彼も薧
こう

じ

ました。 伊尹
これただ

の弟の兼通
かねみち

と兼家
かねいえ

とは、前々から仲
なか

が悪くて互
たが

いに官位
かんい

を争っていましたが、其の頃、兄

の兼通
かねみち

はまだ中納言であるのに、弟の兼家
かねいえ

は大納言で、其の上、天皇のご信任
しんにん

も厚
あつ

かったことから、関白

には弟ではあるが兼家
かねいえ

が任
にん

ぜられることとなった。  

ところが、兄の兼通
かねみち

は、いつか斯
こ

ういう時の用意
ようい

にもと思い、天皇の御母
はは

は自分の 妹
いもうと

に当たってい

たので、かねて其の御在任
ざいにん

中に、「関白の 職
しょく

は、たとえ官位に高い低いはあっても、 必
かなら

ず兄弟の 順
じゅん

にな

さしめられるように」という書付
かきつけ

を貰
もら

って大事
だいじ

にしていたのを、此の時、にわかに参内
さんだい

して天皇に 奉
たてまつ

り

ました。   

円融
えんゆう

天皇はおかくれになった母君の御手蹟
しゅせき

をご覧
らん

になると、先
ま

づ懐
なつ

かしさに、しばし物
もの

をも仰
おお

せられ

ずに 涙
なみだ

にくれておいでになったが、御孝心
こうしん

が深
ふか

くましましたので、その御遺言
ゆいごん

に従って兄の兼通を関白

になされた。 これは弟の兼家の 喜
よろこ

ばないところですから、其の後
のち

はいよいよ兄 弟
きょうだい

の仲
なか

が悪くなり、ま

るで犬
いぬ

と猿
さる

のように絶
た

えず 争
あらそ

い合っていました。 

  そのうちに五年の月日が経
た

ちました。 兼通は重
おも

い病気
びょうき

に罹
かか

って、今度
こんど

は迚
とて

も癒
なお

るまいということに

なった時に、或る日、門前
もんぜん

に前駆
ぜんく

の 士
さむらい

が人を払
はら

う声が聞こえたので、誰が訪
たづ

ねて来たのかと見させると、

兼家の車が向こうに見える。 兼通は、「さては兼家、日頃
ひごろ

は仲が悪くとも、さすがに兄弟である。 今、

自分の大 病
たいびょう

を聞いて見舞
み ま

いに来てくれたのか」と、急
いそ

いでそこらを取
と

り片付
かたづ

けさせて、さて参ったならば

関白の 職
しょく

も譲
ゆづ

り、後々
のちのち

の事も頼
たの

もうと待
ま

っていますと、兼家の車は、案外
あんがい

にも、兼通の 邸
やしき

の前を通り過
す

ぎて、内裏
だいり

をさして行ってしまった。  

兼通はこれを聞くと、眼
め

を瞋
いか

らして 急
きゅう

に起
お

き上
あ

がり、急
いそ

いで車の用意
ようい

をさせて、人々の止
とど

めるのも聴
き

かずに、 冠
かんむり

、装 束
しょうぞく

を 整
ととの

えて参内
さんだい

した。 この時、兼家は既
すで

に天皇の御前
ごぜん

近
ちか

くに参
まい

っていたが、思い

もよらぬ兼通の参内に驚いて、あわてて御前を 退
しりぞ

くと、兼通は御前に進んで、最後
さいご

の任命
にんめい

をするために
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参内
さんだい

した由
よし

を申
もう

し上
あ

げて、さて兼家を右近
うこん

衛
えの

大将から治部
ぢ ぶ

卿
きょう

に貶
おと

し、従弟
いとこ

の左大臣頼 忠
よりただ

を関白としまし

た。  

此の時、兼通は、兼家をもっとひどい目にあわせてやりたいと思ったのですが、自分が憎
にく

いと思
おも

う外
ほか

に

は別段
べつだん

の罪
つみ

もないのですから、そうする訳
わけ

にいかなかったのだといわれています。 兼通はそれから一月
ひとつき

も経
た

たないうちに、ついに薧
こう

じました。 

甥
おい

が叔父
お じ

を呪
のろ

う 

  しかし、第 65 代花山
か ざ ん

天皇の次に、兼家の娘のお生
う

み申した円融
えんゆう

天皇の御子が御位に即
つ

かれて、第 66

代一 條
いちじょう

天皇となられると、兼家は頼忠
よりただ

に代
かわ

わって摂政となりました。 実
じつ

に伊尹
これただ

が薧
こう

じた時から十五年

目で彼の時代が来たのです。 やがて彼が薧
こう

じて長子の道隆
みちたか

が関白となると、弟の道兼
みちかね

は不平を起こして、

様々
さまざま

な不作法
ぶ さ ほ う

な 行
おこな

いなどしていましたが、其のうちに道隆が薧
こう

じて、道兼も望
のぞ

みの如
ごと

く関白になること

が出来ました。 

  ところが、今度は道隆の子の伊周
これちか

がこれを怨
うら

んで、人をして道兼を呪
のろ

わせた。 其のせいでもなかっ

たでしょうが、道兼は関白の職に在
あ

ること僅
わづ

か七日で薧
こう

じたので、世に七日
なのか

関白といわれた。 道兼の薧
こう

去
きょ

で、伊周
これちか

は今度こそは自分が関白になれることと思っていますと、意外
いがい

にも、道兼の弟の道長がそれに任
にん

ぜ

られたので、彼は大
おお

いに 憤
いきどお

って、伯父
お じ

の道長を怨
うら

んだばかりか、朝廷をも怨
うら

み奉って、しきりに乱暴
らんぼう

な

事などをしました。    

 

           -(61)朱雀
すざく

天皇        -(65)花山
かざん

天皇 

(60)醍醐
だいご

天皇-        -(63)冷泉
れいぜん

天皇- 

                                         -(67)三條
さんじょう

天皇 

       -(62)村上
むらかみ

天皇-                            -(68)後
ご

一 條
いちじょう

天皇 

              -(64)円融
えんゆう

天皇-(66)一 條
いちじょう

天皇-       -(70)後
ご

冷泉
れいぜん

天皇        

                                                 -(69)後朱雀
ご す ざ く

   

                                                             天皇--    

                                      -(71)後
ご

三 條
さんじょう

天皇     

                                                                          --(72)白河
しらかわ

天皇 

こうして数十年の間にますます激
はげ

しくなって来ている藤原氏の 争
あらそ

いも、ついに落
お

ちつく時は来ました。  

藤原氏の栄華
えいが

の絶 頂
ぜっちょう

に立った道長
みちなが

が、其の最後の勝利
しょうり

を占
し

めて、一門
いちもん

の人々をすら全く圧倒
あっとう

しつくして

しまったからであります。     

藤原道長
みちなが

 

 藤原道長
みちなが

は忠平の曾孫
そうそん

に当たり、兼家の子です。 兄の道隆、道兼がつづいて早く亡
な

くなったので、

其の後
あと

をついで関白になった。  
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幼 少
ようしょう

の時から人にすぐれて気性
きしょう

が強く、学問にも長じて、詩や歌などをも上手
じょうず

に作った。 其の頃

の貴族の多くは臆 病
おくびょう

で意気地
い く じ

がなかった中で、彼が独
ひと

り抽
ぬき

んでて豪胆
ごうたん

であった事に就
つ

いては、次の話が

伝えられています。 

或る五月雨
さ み だ れ

の 夥
おびただ

しく降
ふ

って物凄
ものすご

い真夜中
ま よ な か

に、清 涼
せいりょう

殿
でん

の殿 上
でんじょう

の間
ま

でいろいろと恐
おそ

ろしい物 語
ものがたり

など

をしたあとで、兄の道隆や道兼でさえ、天皇のご指定
してい

になったそれぞれの御殿
ごてん

へ行けずに青くなって途中
とちゅう

か

ら引き返した時に、彼は一人で真
ま

っ暗
くら

闇
やみ

の雨の中を遥
はる

かに離
はな

れた大極殿
だいごくでん

まで行って、高御位
たかみくら

の前の柱の下
もと

を少し削
けづ

って、その木屑
き く づ

を証拠
しょうこ

に持って帰ったとそうです。  

道長
みちなが

は、第 66代一 條
いちじょう

天皇の御代
み よ

に右大臣を経
へ

て左大臣となり、長女の彰子
しょうし

が一 條
いちじょう

天皇の皇后
こうごう

とな

ってからは、いよいよ其
そ

の勢 力
せいりょく

が盛
さか

んになりました。 

三 條
さんじょう

天皇のご不満 

一條天皇の次に花山
かざん

天皇の御 弟
おとうと

がお立ちになって、第 67代三 條
さんじょう

天皇となられると、道長はまた第

二女の研子
けんし

を皇后に進
すす

め 奉
たてまつ

りました。 三 條
さんじょう

天皇は常に藤原氏の我
わ

がままを憎
にく

んでおられたので、どう

かしてこれを抑
おさ

えようとなされて見たが、道長の勢いは既
すで

に非常に強く、天皇のお力を以ってしても如何
いかん

と

もなさることが出来なかったので、大いにご不満におぼしめされ、それがもとで御眼
め

を悪くなされたため

に、在位
ざいい

僅
わづ

かに五年で、ついに御 心
こころ

ならずも位をお譲
ゆづ

りになりました。   

其の時、宮中の月はもはや御見納
みおさ

めであるので、後々
のちのち

までも御思
おも

いでの種
たね

となろうとおぼしめして、 

    心
こころ

にも あらでうき世に ながらえば   こいしかるべき 夜
よ

はの月
つき

かな 

と詠
よ

まれて、深い御感慨
かんがい

をお漏
も

らしになっています。 

道長の慢心
まんしん

 

 次に一 條
いちじょう

天皇の御子がお立ちになって、第68代後
ご

一 條
いちじょう

天皇となられたが、御母は道長の娘の彰子
しょうし

で、

僅
わづ

かに九才のご即位でしたから、道長が摂政となりました。 其の翌年、彼は摂政を子の頼
より

道
みち

に譲
ゆづ

って自

分は太政
だじょう

大臣となり、また其の翌年、太政大臣も罷
や

めて隠
いん

居
きょ

することとなったが、其の年、第三女の威子
い し

を

後
ご

一 條
いちじょう

天皇の皇后に進め 奉
たてまつ

りました。  

実に三人の娘が相ついで三代の皇后に立ったのですから、彼の得意
とくい

は想像
そうぞう

するに難
かた

くありません。 其

の時、道長は喜びのあまりに歌を詠
よ

んで、 

    この世をば わが世とぞ思う 望月
もちづき

の   欠
か

けたることも 無
な

しと思えば 

と言った。 何もかも望
のぞ

み通
とお

りに皆
みな

かなって、まるで十五夜
じゅうごや

の満月
まんげつ

の欠
か

けたことのないのと同じであり、

此の世は自分の世のように思われる、というのですから、いかに思
おも

い上
あ

がっていたかが分かります。  

これを前の三 條
さんじょう

天皇の、「 心
こころ

にも無
な

く、つらい憂
う

き世に生きながらえていれば」と仰
おお

せられた御 心
こころ

と比べると、何という世
よ

の有様
ありさま

であったろうと、思わず 涙
なみだ

が出ます。 

道長の栄華
えいが
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  なお其の上に、道長の第四女の嬉子
き し

は、其の後また、後
ご

一 條
いちじょう

天皇の御同母
どうぼ

弟で、後に第 69代後
ご

朱雀
すざく

天

皇となられた敦
あつ

良
なが

親王がまだ皇
こう

太
たい

弟
 てい

でおられた時に、 妃
きさき

にあがって、親仁
ちかひと

親王をお生
う

み申
もう

した。  

親王は後
のち

に立って第 70代後
ご

冷泉
れいぜん

天皇となられました。  

かくして、実に道長は、一條、三條、後一條の三天皇の御代
み よ

にわたって三十余年の間、朝廷に在
あ

って

勢いを振
ふ

るい、其の 娘
むすめ

は四人まで 宮 中
きゅうちゅう

に入り、其の外孫
がいそん

に当たらせ給
たま

う皇子
おうじ

は三人まで引
ひ

きつづいて

御 位
くらい

に即
つ

かれたのであります。 其の勢いの盛んなことは、曾
かつ

て藤原氏にも其の例
れい

のなかった事で、況
ま

し

て 朝
ちょう

臣
しん

の誰
だれ

といって彼に 頭
あたま

の上
あ

がる者などある筈
はづ

がありませんでした。  

荘 園
しょうえん

の私有
しゆう

 

其の上、彼は数多
あまた

の荘 園
しょうえん

を有して、皇室よりも遥
はる

かに富
と

んでいたので、思うままに驕
おご

りを極
きわ

めて、

其の栄華
えいが

の点でも天下
てんか

を 驚
おどろ

かしたことがいろいろと伝えられている。  

ここに荘 園
しょうえん

というのは、もとは別荘
べっそう

、園地
えんち

のことでしたが、後
のち

には新
あら

たに開墾
かいこん

した土地
と ち

などをも此

の名で呼びました。 荘園は朝廷から特
とく

に私有
しゆう

を許
ゆる

されていたので、藤原氏をはじめ有 力
ゆうりょく

な者は此の名義
めいぎ

の下
もと

に多くの土地
と ち

を占
し

めて、国司
こくし

の支配
しはい

を受
う

けず、租税
そぜい

をも納
おさ

めずに、ほしいままに天下
てんか

の富
とみ

を 私
わたくし

した

のです。  

中
なか

でも藤原氏は其の 勢
いきお

いに任
まか

せて、無限
むげん

に多くの荘園を私有
しゆう

していたので、ついには其の富
とみ

が皇室を

も凌
しの

ぐようになったのです。 

法
ほう

成
しょう

寺の建立 

  道長のわがままは、其の隠居
いんきょ

する時に建
た

てた法
ほう

成
しょう

寺という寺
てら

の工事
こうじ

に於
お

いて最も 甚
はなは

だしかった。  

彼は 54 歳の時に、髪
かみ

を剃
そ

って坊
ぼう

さんとなり、法
ほう

成
しょう

寺を京都に建てることにしたが、此の寺は奈良の東大

寺にも劣
おと

らないほどの大きな寺でしたから、 従
したが

って其の工事には莫大
ばくだい

な費用
ひよう

がかかった。  

道長は国家
こっか

のお金をどしどしそれに使った上に、諸国
しょこく

に命
めい

じて、珍
めづら

しい材木や大きな石などを集めさ

せたり、また、公
く

卿
ぎょう

らに命
めい

じて、宮中や諸
しょ

官
かん

省
しょう

の庭
にわ

などにある石を取って建築
けんちく

場
ば

に運
はこ

ばせたりした。  

ところが、工事の出来上
あ

がらないうちに、たまたま道長が病気
びょうき

に罹
かか

ると、子の頼
より

道
みち

は関白の名を以
も

っ

て令
れい

を下
くだ

して言いました。 「 朝廷の事はあとまわしにしてもよいから、法
ほう

成
しょう

寺の御用は 怠
おこた

るな」と。  

何という驕 慢
きょうまん

の極
きわ

みであったでしょう。 昔、蘇我入鹿
そがのいるか

が無道
むどう

を極
きわ

めて、不臣
ふしん

の 行
おこな

いをしたのとい

くらも違
ちが

わないのでありますが、当時は誰
だれ

一人としてこれを咎
とが

める者もいませんでした。 いや、あって

も、これを言い出すことが出来なかったのでしょう。 実にそれほどまでにも藤原氏の 勢
いきお

いが天下を圧倒
あっとう

していたのです。  

御堂
み ど う

関白
かんぱく

 

それでそれからは、公卿らはいよいよ競
きそ

って毎日数多
あまた

の工夫
くふう

を出
い

だし、国々の役人
やくにん

は朝廷にたてまつ

るものをさしおいて先
ま

づ此の寺の材木
ざいもく

や 瓦
かわら

などを差
さ

し出
だ

したので、工事も殊
こと

の外に捗
はか

取
ど

って、割合
わりあい

に早

く出来上がりました。   
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道長はここに移って住みましたが、此の寺のことをまた御堂
みどう

ともいったので、世間では道長の事を御堂
みどう

殿
どの

といい、また、御堂
みどう

関白とも呼びました。 彼は実際には関白となったことはなかったのですが、摂政

となり太政大臣となって、関白と同じように、政治を欲
ほ

しいままにしていたからです。 数年の後、道長

はここで 62歳で薨
こう

じました。 

   道長は、斯
こ

うして栄華
えいが

を極
きわ

め、其の勢いの盛んなことは世にならぶものもいなかったのですが、しか

し、彼の事績
じせき

として後の世に伝えられている事は何もありません。 折角
せっかく

天下の富をつくして造った法
ほう

成
しょう

寺も、其の後間
ま

もなく火災
かさい

にかかって、跡方
あとがた

も無
な

く焼
や

け失
う

せてしまいました。 

五摂家
せっけ

 

  さて、藤原氏は鎌足
かまたり

以来すでに四百年、其の一門は皇室
こうしつ

と共に大いに栄
さか

えて来たので、今は非常に多

くの家に分かれていたが、斯
こ

うして道長が独
ひと

り久
ひさ

しく絶大
ぜつだい

の勢いをふるったために、此の後
のち

は彼の一家の

みが最も栄
さか

えて、摂政や関白には、特に此の子孫に限って任
にん

ぜられることになりました。  

後に其の家が分かれて近
この

衛
え

、鷹
たか

司
つかさ

、九
く

條
じょう

、二
に

條
じょう

、一
いち

條
じょう

の五家となりましたから、これを五摂家
せっけ

と

いいました。 

                                    

 道長
みちなが

---頼道
よりみち

 -- 師実
もろざね

 --師通
もろみち

--忠実
ただざね

---忠道
ただみち

-----基実
もとざね

---基通
もとみち

--家実
いえざね

----兼経
かねつね

 (近衛
こ の え

家) 

                      (近衛
こ の え

家の祖) 

   --教
のり

道
みち

             -頼長
よりなが

  ---基房
もとふさ

              ---兼平
かねひら

 (鷹 司
たかつかさ

家) 

                      ---兼実
かねざね

----良経
よしつね

--道家
みちいえ

----教実
のりざね

 (九條
くじょう

家) 

                                           (九條
くじょう

家の祖) 

                                                                ---良実
よしざね

 (二條
にじょう

家) 

                                   ---実経
さねつね

 (一 條
いちじょう

家) 

 

(第 33話 藤原
ふじわら

氏
し

の専横
せんおう

  終わり。   次は一旦前頁に戻り、 第 34話 平安
へいあん

時代の学芸美術 へ) 


